
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】
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　仙北市シルバー人材センター

　長年培った知識、経験、技術、技能を活かし、「自主、自立、共働、共助」の理念
に立ち、健康で働く意欲を持ち、その経験や知識を生かし働くことを通じて社会に貢
献し、また生きがいを得ていく機会を確保することを目的としている。
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

高齢者等の雇用の安定等に関する法律に基
づいて行われている事業の為Ａ判定とした

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

　 シルバー人材センターは、定年退職者などの高年齢者に、そのライフスタイルに合わせた「臨時的かつ短期的又はその
他の軽易な就業」を提供するともに、ボランティア活動をはじめとするさまざまな社会参加を通じて、高年齢者の健康で生
きがいのある生活の実現と、地域社会の福祉の向上と、地域活性化に貢献している。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

　センターは、市町村単位に置かれており、国や地方公共団体の高齢社会を
支える重要な組織として「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づ
いて事業を行う、都道府県の知事の許可を受けた公益法人である

就業開拓と会員の拡大、安全就業対策の推進

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 高齢者の雇用機会の拡大のためにも引き続き必要な事業と考える。
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